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農
業
政
策
の
携
信
者
三
し
て
の
産
業
組
合/¥ 

木

芳

之

助

明
治
維
新
じ
営
ち
我
聞
は
在
来
の
鋭
闘
主
義
を
破
h
ノ
、
一
躍
世
界
経
済
じ
参
加
す
る
仁
王
り
仁
る
も
の
う
、
先

進
資
本
主
義
諸
闘
の
産
業
に
伍
し
て
、
岡
際
市
場
に
於
て
之
と
角
逐
す
る
こ
と
は
、
後
進
聞
に
る
我
岡
諸
造
業
の

日
立
的
批
判
山
花
に
委
し
前
〈
限
り
、
始
八
じ
」
不
.
吋
能
で
め
っ
ト
ぃ
。
従
イ
こ
の
立
ち
揺
れ
JT
克
服
し
、
九
日
説
日
日
本
諸

産
業
、
就
中
商
工
業
の
資
本
主
義
的
援
遣
を
促
す
た
め
に
は
、
特
別
な
る
岡
家
的
援
助
を
必
要
と
し
、
ま
た
事
賞
、

政
府
は
単
に
保
護
闘
枕
に
よ
り
て
之
を
海
外
競
争
に
針
し
て
擁
護
し
た
る
に
止
ら
や
、
選
ん
で
積
極
的
に
民
間
諸

産
業
の
設
立
を
強
泊
し
、
之
に
劃
し
各
種
の
補
助
金
、
助
成
金
を
交
付
し
、
或
る
意
味
に
於
て
政
府
自
ら
企
業
者

た
る
の
役
割
す
ら
果
し
た
。
後
進
園
た
る
我
闘
に
於
て
は
固
有
の
立
味
に
於
け
る
産
業
の
白
後
的
・
自
律
的
後
展

性
に
甚
だ
乏
し
く
、
そ
れ
は
常
に
岡
家
の
擁
護
と
助
成
と
に
よ
り
て
発
達
せ
し
め
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
而
し

て
之
が
助
成
、
補
助
を
な
す
に
要
す
る
財
源
は
、
商
工
業
の
未
議
運
な
る
明
治
嘗
初
に
あ
ち
で
は
、
農
村
の
租
積

牧
入
に
之
宏
求
め
る
の
外
は
な
か
っ
た
u

然
る
に
農
民
に
封
す
る
過
重
な
る
租
税
負
携
は
白
か
ら
農
村
の
疲
撃
を

招
致
し
、
之
に
よ
り
て
婚
に
一
後
遺
せ
ん
と
し
つ
〉
あ
っ
た
費
本
主
義
的
諸
産
業
に
劃
す
る
園
内
市
場
の
狭
陸
化
を

農
業
政
策
の
惜
間
信
者
と
し
て
の
産
業
組
合

第
四
十
巻

ノ、

七

第

君主

六
七

バ
ザ
〉



農
業
政
策
の
据
常
者
と
し
て
の
産
業
組
合

第
四
寸
巻

六
八

第

t虎

大

A

鷲
す
こ
と
〉
な
っ
た
か
ら
、
惑
に
農
業
の
後
建
を
促
し
、
商
品
の
販
路
と
し
て
の
農
村
に
於
け
る
購
買
力
の
維
持

培
養
を
岡
る
必
要
に
迫
ち
れ
た
。

然
ら
ぱ
農
民
の
物
質
的
生
活
内
容
を
皇
官
に
し
、
ひ
い
て
そ
の
購
買
力
守
維
持
培
養
す
芯
た
め
に
如
何
な
る
決

業
政
策
が
k
ら
れ
に
る
か
。
常
時
に
於
け
る
情
勢
土
り
考
刊
で
、
先
づ
農
産
物
の
増
産
政
策
に
主
力
が
性
が
れ
た

こ
と
は
営
然
で
あ
っ
た
。

蓋
し
資
本
主
義
の
緩
展
期
に
於
て
は
農
産
物
債
権
は
不
断
に
上
品
傾
向
を
左
る
が
放

ド
ド
、
出
村
の
購
民
力
の
四
円
水
た
る
相
生
産
侭
制
定
計
MUM-と
倒
料
j
ω

ね
吊
佐
川
」
し
一
L

↓
り
の
増
加
は
、

-
二
三

}

K

坪
泣
σ

J
ノ
じ
よ
り

て
達
せ
ら
れ
、
増
産
の
結
果
は
必
十
経
済
的
利
盆
と
な
り
て
現
れ
た
か
ら
で
み
る
。
而
し
て
こ
の
増
産
を
驚
す
に

め
に
は
、
農
業
生
産
力
佐
高
め
る
外
な
〈
、
し
か
も
こ
の
生
産
力
の
増
大
は
、
農
業
生
産
技
術
の
後
産
と
農
業
生

産
の
基
礎
地
盤
を
な
す
農
地
そ
の
も
の
h

改
良
、
開
拓
と
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

然
る
に
我
園
の
農
業
に
於
て
は
小
農
が
一
膝
倒
的
多
数
を
占
め
、
彼
等
の
資
力
は
甚

r之
し
〈
、
且
の
彼
等
の
心

情
は
保
守
的
に
し
て
退
嬰
的
で
あ
り
、
徒
に
惇
統
主
義
に
よ
り
て
支
配
さ
れ
る
を
以
て
、
彼
等
の
自
主
・
白
後
任

に
侯
つ
限
h
ノ
、
上
越
の
農
業
生
産
力
の
増
進
を
膏
す
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
h
、
こ
の
黙
に
於
て
農
業
は
他

の
商
工
業
に
比
し
て
、

一
層
自
律
的
経
遣
に
之
し
き
産
業
と
ニ
一
一
日
は
、
ぎ
る
を
得
な
い
。
き
れ
ば
我
闘
に
於
て
は
小
農

大
衆
を
統
率
し
て
、
彼
等
を
し
て
新
技
術
の
洗
躍
を
受
け
し
め
、
彼
等
の
心
情
を
徳
一
統
主
義
よ
り
経
済
的
A
口
調
主

義
へ
と
導
〈
七
め
に
は
、
農
民
以
外
の
指
導
者
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
も
明
治
営
初
に
在
り
て
も
、
そ
の
後
に

於
て
も
久
し
く
、
之
を
政
府
殊
に
農
林
省
に
求
め
る
外
は
な
か
っ
た
c

農
業
に
於
で
は
、
そ
れ
が
増
産
に
闘
す
る



限
h

リ
、
農
林
省
は
極
め
て
進
歩
的
な
る
企
業
的
役
割
を
損
じ
、
農
業
技
術
の
竣
遣
を
促
す
た
め
に
、
農
業
教
育
制

皮
の
完
備
と
農
事
試
験
場
制
度
の
確
立
と
を
岡
っ
た
。
之
に
よ
り
で
農
産
物
の
品
種
、
査
種
及
び
畜
産
の
改
良
が

同
ら
れ
、
肥
料
及
び
土
壊
の
科
事
的
研
究
、
農
産
物
の
栽
培
技
術
が
著
し
く
高
め
ら
れ
、
農
業
生
産
力
の
礎
達
金

促
し
た
。
克
に
第
二
に
農
地
そ
の
色
の
〉
増
加
坦
に
改
良
宏
脅
す
た
め
一
、
政
府
は
土
地
に
謝
し
て
種
ゃ
な
る
土
木

工
撃
を
膿
用
し
、

一
方
開
町
議
、
皿
立
、
干
拓
等
に
よ
り
て
耕
地
面
積
の
増
加
を
岡
り
、
他
方
吏
に
棋
瓶
、
排
水
の

設
備
、
共
他
の
土
地
改
良
事
業
に
よ
h
ノ
て
、
断
存
の
農
地
の
生
産
力
を
増
准
せ
し

U
る
や
う
企
闘
し
た
。

然
る
に
政
府
が
率
ゐ
る
小
農
大
衆
は
極
め
て
多
数
C
あ
る
か
ら
、
政
府
の
指
導
統
制
力
は
、
限
令
各
道
府
臓
の

州
事
行
政
機
聞
や
い
泌
じ
て
一
付
ふ
L
L
雌
A
b
u

ポ
仙
刊
に
る
仰
b
m
d
州
民
家
に
は
光
分
に
倣
胤
し
な
い
械
が
ふ
4

引
か
ら
h

地
域
の
農
民
を
以
て
一
の
闇
鯉
を
組
織
せ
し
め
、
そ
の
閤
簡
を
し
て
、
技
術
改
良
の
主
樫
た
ら
し
め
、
謂
は
Y
1

こ
の
岡
瞳
に
農
業
政
策
の
携
営
者
た
る
の
役
割
を
演
、
せ
し
め
る
こ
と
う
な
り
、
議
に
農
業
政
策
の
下
受
問
躍
が
生

れ
る
。
し
か
も
新
る
岡
韓
へ
の
加
入
は
、
農
民
の
自
殺
心
に
委
す
る
こ
と
な
〈
、
弧
制
的
に
行
は
れ
る
場
合
が
多

ぃ
。
印
ち
農
合
、
水
利
組
合
、
耕
地
整
理
組
合
等
へ
の
加
入
は
強
制
的
の
も
の
と
な
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
一
面
此
等

の
組
合
が
粗
清
行
綿
密
な
さ
ゴ
る
公
共
的
性
質
を
帯
び
る
も
の
た
る
か
ら
で
あ
る
と
は
一
五
へ
、
他
国
農
民
の
自
説
明

的
参
加
に
侯
つ
と
い
ふ
手
緩
さ
が
嘗
時
の
情
勢
よ
り
し
て
許
き
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
め
る
。
而
し
て
政
府
陥
此
等

の
諸
問
躍
に
補
助
金
、
助
成
金
を
交
付
し
、
之
を
自
己
の
行
政
組
織
中
に
細
入
す
る
こ
と
〉
な
し
、
そ
の
官
僚
化

を
促
す
こ
と
〉
な
っ
た
。
産
業
後
遺
上
の
後
準
闘
で
め
h
ノ
、
し
か
も
音
律
的
脅
建
に
之
し
き
小
農
大
衆
を
擁
す
忍

農
業
政
策
ゆ
櫓
嘗
者
と
し
て
の
産
業
組
合

第

1被

九

第
四
十
念

九

東畑精一氏，農業に於げる補助金政策 (Iiiil栄串舎雑誌，第 48巻， 3披， 4披)
参照・



農
業
政
策
の
携
営
者
と
し
て
の
産
業
組
合

第
四
十
巻

七

O 

第
一
波

ーヒ。

我
固
に
於
て
、
彼
等
小
農
を
し
て
先
づ
一
臆
一
定
の
組
織
に
加
入
せ
し
め
、
然
る
後
に
於
て
彼
等
に
共
の
組
織
員

た
る
の
訓
糠
を
施
す
こ
と
は
.
営
時
・
と
し
て
は
己
な
念
特
な
か
っ
に
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
組
合
加
入
後
に
於
て
、

組
A
口
口
民
に
針
し
時
代
に
通
牒
す
る
訓
練
を
施
す
こ
と
を
怠
る
と
き
は
、
組
合
員
は
組
合
事
業
に
劃
す
る
熱
情
を
失

ひ
、
勢
ひ
無
闘
心
と
な
る
べ
く
、
ま
に
組
合
自
聞
も
時
代
に
埴
臆
す
る
政
策
目
価
指
ぞ
常
に
追
求
す
る
に
あ
ら
京
れ

ば
、
に
V

徒
に
脱
化
し
に
る
陳
腐
な
る
官
僚
的
組
織
間
と
な
る
供
が
あ
る
。
こ
の
事
は
、
民
民
の
自
殺
的
殺
注
に

院

k
g
る
農
業
諮
問
間
じ
於
日
し
特
に
品
加
わ
で
め
る
。

ー
ー

事
に
問
題
と
す
る
農
業
園
瞳
の
一
た
る
産
業
組
合
に
就
て
見
る
も
、
後
準
固
た
る
我
固
に
於
て
は
、
農
民
の
自

磁
的
運
動
に
侯
つ
よ
り
も
、
寧
ろ
農
業
政
策
の
下
受
周
瞳
の
一
と
し
て
、
政
府
に
よ
り
て
そ
の
設
立
設
建
が
助
成

さ
れ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
却
も
師
連
の
如
〈
、
後
建
園
た
る
日
本
の
諸
産
業
を
先
進
資
本
主
義
諸
園
の
諸
産
業

と
同
一
水
準
に
ま
で
念
速
に
薮
建
せ
し
む
る
た
め
に
は
、
岡
家
の
絶
大
な
る
援
助
を
要
し
、
し
か
も
之
は
農
村
の

地
租
牧
入
、
高
債
な
る
工
業
口
叩
の
農
村
へ
の
買
込
、
戦
争
に
よ
る
農
民
の
血
栓
等
Lr
を
通
じ
、
謂
は
Y
農
村
の
負

捲
に
於
て
行
は
れ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
負
携
に
農
村
営
堪
へ
し
め
る
た
め
に
は
、
増
産
政
策
に
よ
り
農
業

生
産
力
を
高
め
る
必
要
一
が
め
ち
、
こ
の
た
め
に
政
策
の
下
受
園
瞳
た
る
多
ベ
の
農
業
岡
韓
併
}
組
織
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
而
し
て
斯
る
農
業
増
産
に
劃
す
る
金
融
的
援
助
を
奥
ふ
る
た
め
、
日
本
勧
業
銀
行
、
各
府
牒
農
工
銀
行
、

北
海
道
拓
殖
銀
行
等
が
明
治
三
十
年
代
の
営
初
に
創
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
農
民
屠
を
封
象
止
す
る
特
殊
A
m
融
機



闘
色
、
賞
質
的
に
は
主
と
し
て
大
地
主
に
よ
り
て
利
用
さ
れ
、
揖
保
カ
薄
弱
な
る
中
小
農
民
暦
は
そ
の
思
惑
に
溶

す
る
を
得
な
か
っ
た
。
蕊
に
於
て
か
此
等
の
中
小
農
民
に
金
融
的
援
助
を
奥
へ
、
之
に
よ
り
て
彼
等
の
設
落
ぞ
救

ひ
、
進
ん
で
は
彼
等
の
増
産
を
助
く
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
明
治
三
十
三
年
に
産
業
組
合
法
の
成
立
を
見
る
に

至
っ
た
。
而
し
て
明
治
及
び
大
正
年
代
(
世
昇
大
戦
ま
で
}
を
通
じ
て
、
我
が
産
業
組
合
活
動
が
信
用
事
業
を
中
心
と

し
、
販
責
乃
至
購
買
事
業
を
従
と
し
た
る
は
、
や
は
り
従
来
の
増
産
本
位
の
日
本
農
業
政
策
の
反
映
と
宣
言
ふ
ペ

〈
、
こ
の
増
産
事
業
に
封
し
金
融
的
援
助
を
輿
ふ
る
こ
と
に
よ
り
て
、
よ
く
産
業
組
合
た
る
の
使
命
令
}
田
市
寸
こ
と

な
得
、
従
て
増
産
政
策
の
下
受
同
盟
た
る
の
機
能
を
田
市
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。

然
る
に
時
代
は
移
h
u
〈
ー
や
農
業
政
策
の
中
心
は
、
取
は
る
増
産
政
策
よ
り
償
格
政
策
に
移

Aby-心
F
C
得
な
く

な
っ

r。
ぞ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
。
蓋
し
今
日
の
資
本
主
義
経
稗
の
沈
滞
期
に
於
て
は
、
農
産
物
債
格
に
は
不
断

の
上
昇
傾
向
が
存
し
な
い
か
ら
、
従
来
の
如
き
単
な
る
増
産
は
必
十
し
も
経
神
的
利
益
を
仲
ふ

E
は
限
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
従
て
農
民
の
物
質
的
一
隅
利
を
目
標
に
置
く
日
本
農
業
政
策
は
従
来
の
増
産
本
位
か
ら
債
格
本
位
の
政

策
へ
と
轄
換
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
‘
農
業
政
策
の
下
受
諸
岡
躍
の
機
能
も
ま
た
之
に
週
一
腰
せ
『
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
こ
の
傾
向
は
世
界
大
戦
後
期
著
と
な
っ
た
ο

即
ち
本
来
農
業
の
改
良
発
達
及
び
そ
の
指
導
奨
聞
と
い
ふ
増

産
会
主
任
務
と
す
る
系
統
農
舎
も
債
格
政
策
の
携
営
者
と
し
て
農
産
物
販
買
の
斡
旋
に
ま
で
准
出
し
、
従
来
信
用

事
業
を
中
心
と
せ
る
産
業
組
合
凶
版
責
及
び
購
買
事
業
に
共
の
活
動
範
囲
を
急
速
に
構
大
し
、
行
政
官
属
仁
る
各

府
腕
聴
す
ら
管
轄
内
の
出
荷
閤
膿
の
た
め
販
買
斡
旋
に
乗
り
出
し
て
ゐ
る
が
如
き
、
這
般
の
事
情
を
物
語
る
色
の

農
業
政
策
の
檎
常
者
と
し

τの
産
業
組
合

第

務

第
四
十
巻

セ

七

東i甫庄治氏，反産業組合論者l二重tし'""農業と経済，昭祁9J半，[2月理主)参照



農
業
政
策
の
梼
賞
者
k
し
て
の
産
業
組
合

第
四
十
巻

t 

第

題意

七

で
あ
る
a

而
し
て
各
府
牒
聴
は
勿
論
の
こ
と
、
公
法
的
図
腫
た
る
農
舎
も
直
接
に
農
産
物
販
買
上
の
事
業
主
腫
左

な
り
得
。
さ
る
が
故
に
、
販
貰
機
闘
と
し
て
は
産
業
組
合
に
一
歩
劣
る
が
、
何
分
、
系
統
農
舎
は
申
ム
口
せ
の
出
荷
組

A
U
(
呆
一
貫
及
び
議
菜
)
を
統
率
し
得
る
立
場
に
あ
る
か
ら
、
そ
の
勢
力
は
甚
だ
強
い
F

従
て
梢
一
色
す
れ
ば
農
産
物
の
販

寅
上
、
常
闘
農
命
日
と
産
業
組
合
と
の
卦
立
を
促
し
、
時
と
し
て
は
雨
者
の
聞
に
長
産
物
販
責
上
の
猛
烈
な
る
競
争

す
ら
損
ぜ
ら
れ
、
農
民
の
利
益
を
固
る
べ
き
雨
闇
瞳
が
、
之
を
阻
害
し
て
ゐ
る
の
岐
、
何
と
し
て
も
歎
は
し
い
次

ぉ
?
あ
る
0

・q
F

J

M

A

か
ら
る
制
立
は
、
日
本
農
業
政
策
の
斡
禍
期
に
起
る
、

一
時
的
現
象
Lfし
解
J
9
ベ

t
、
日
本
長
業
政
策

の
下
受
岡
韓
と
し
て
の
二
大
勢
力
た
る
産
業
組
合
と
帝
国
農
命
日
と
の
劃
立
は
、

日
本
農
業
政
策
の
確
立
に
よ
り

て
、
久
し
か
ら
や
し
て
協
調
の
賞
を
翠
ヤ
名
こ
と
う
信
十
る
が
、
併
し
こ
の
下
受
闘
躍
の
封
立
反
目
が
永
く
績
〈

場
合
に
は
、
そ
れ
が
逆
に
日
本
農
業
政
策
の
主
睡
た
る
農
林
省
の
内
部
に
ま
で
影
響
を
及
ぽ
し
、
之
に
よ
り
て
日

本
農
業
政
策
の
確
立
を
妨
ぐ
る
こ
と
〉
な
ら
ま
れ
ば
幸
で
あ
る
。

今
や
農
家
に
於
て
は
.
往
時
の
自
給
自
足
経
掛
が
破
れ
、
商
品
生
産
が
重
要
な
る
役
割
を
演
守
る
に
至
っ
た
。

か
く
商
品
生
産
に
重
き
が
』
置
く
に
至
れ
る
今
日
の
農
家
に
と
り
で
は
、
如
何
な
る
債
格
を
以
て
生
震
物
を
販
買
す

べ
き
か
、
ま
に
如
何
な
る
債
格
を
以
て
農
業
用
品
及
び
日
用
品
を
購
入
す
べ
き
か
に
最
大
の
闘
心
を
持
つ
。
素
よ

り
農
家
に
於
て
は
、
そ
の
家
族
員
の
物
質
的
生
活
内
容
を
裕
に
す
る
こ
と
が
、
迫
求
す
べ
き
目
標
で
あ
り
、
金
を

儲
け
る
こ
と
は
、
こ
の
目
標
を
達
す
る
一
の
手
段
た
る
こ
と
に
は
相
違
は
な
い
が
、
併
し
交
換
蛭
梼
に

λ
込
め
る



今
日
の
農
家
に
於
て
は
、
こ
の
農
家
の
物
質
生
活
の
内
容
は
市
場
闘
係
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
色
の
た
る
こ
と
を

否
み
制
作
な
い
。
こ
の
際
、
市
場
闘
係
、
農
業
生
産
闘
係
共
の
他
の
経
持
機
構
に
改
善
を
加
へ
中
、
之
を
一
切
確
定

不
費
の
る
の
と
な
し
、
農
家
が
経
済
恐
慌
に
堪
ゆ
る
途
は
之
合
一
に
そ
の
物
質
生
活
の
低
下
に
の
み
求
め
ん
と
す

る
な
ら
ば
卸
ち
ゃ
れ
U
o

有
る
農
家
の
生
活
基
準
を
維
持
し
、

之
が
向
上
を
望
な
る
の
は
、
農
家
い
か
販
貰
す
べ
き
農

産
物
の
慣
格
と
農
家
が
購
入
す
べ
き
農
業
用
品
及
び
日
用
品
の
債
格
と
に
最
大
の
闘
心
を
持
つ
は
骨
同
然
で
あ
る
。

従
て
今
日
の
農
家
に

thJ
て
は
‘
そ
の
販
買
す
べ
き
農
産
物
の
債
格
と
そ
の
購
λ
す
ぺ
さ
農
業
用
品
及
び
日
用

口
聞
の
一
債
格
と
の
比
率
が
常
に
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
。

然
る
に
寅
障
に
於
て
は

雨
品
仰
は
常
に
均
衡
を
保

に
や
、

所
謂
快
状
債
格
差
を
生
。
、
設
業
者
は
一
一
般
に
不
利
な
る
立
場
に
置
れ
る
。

巧二

四
=!むl

h守

"
に
の
こ
k
は、

か
〉
る
農
業
者
の
不
利
な
る
立
場
に
刺

目
下
の
軍
需
イ
ン
フ
レ
イ
シ
ヨ
ン
時
期
に
於
て
色
黙
り
で
あ
る
。

バ
リ
ヂ

l

戟
3
れ
て
「
農
家
に
劃
す
る
均
等
」
な
る
標
語
を
以
て
、
農
産
物
使
格
ー
と
工
業
品
債
格
と
の
水
準
化
を
閏
ら
ん
と

す
る
要
求
の
起
る
の
は
営
然
で
あ
る
U

資
本
主
義
援
遣
の
初
段
階
に
於
て
は
、
技
術
的
準
歩
は
工
業
界
に
於
て
目
畳
し
い
も
の
が
あ
E

り
、
之
に
比
す
れ

ば
農
業
界
に
於
げ
る
技
術
的
注
歩
は
蓮
ム
ザ
た
る
志
の
で
あ
り
，
従
て
生
産
力
の
進
歩
が
相
劃
的
に
緩
き
農
業
生
産

に
於
て
は
、
そ
の
生
産
費
は
、
工
業
生
産
費
ぷ
比
し
て
、
相
卦
的
に
高
ま
り
、
農
産
物
一
車
位
の
工
業
品
一
四
単
位

に
到
す
る
交
換
比
率
が
漸
次
上
昇
す
る
全
得
た
。
し
か
も
こ
の
上
昇
が
可
能
な
り
し
は
、
営
時
に
あ
り
で
は
工
業

界
に
於
て
自
由
競
争
が
行
は
れ
、
そ
-
」
に
成
立
す
る
債
格
が
白
か
ら
低
下
せ
し
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に

農
業
政
策
の
檎
営
者
と
し
て
の
産
業
組
合

第
四
十
巻

第

E虎

七

ーヒ

農村に於げる封建的高率小作料，都市1::J!:して過重なz農村有税負婚の有親
等を許してゐる政治経済機構を指寸・ごの里11に関する改善方策に就では主主で

は之に立ち入らす~



農
業
政
策
の
携
営
者
と
し
て
の
庭
業
組
合

第
四
十
巻

第

披

七
四

七
四

高
度
資
本
主
義
段
階
に
る
濁
占
資
本
主
義
時
代
に
在
り
で
は
、

工
業
界
に
於
げ
る
技
術
的
準
歩
に
よ
り
て
、
偲
A
V

そ
の
生
産
費
の
低
下
を
賢
し
得
る
に
し
て
も
、
自
由
競
争
の
排
除
に
よ
り
て
、
生
産
費
の
低
下
に
臆
じ
て
販
貰
侠

格
を
直
ち
に
引
き
下
げ
ゃ
う
と
は
し
な
い
n

証
一
時
工
業
界
に
於
て
統
制
経
済
の
確
立
が
叫
ば
れ
る
が
、
ぞ
れ
は
依

然
と
し
て
替
利
原
則
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
統
制
の
と
れ
な
い
農
業
者
が
不
利
な
る
立
場
に
置
か
れ
ぎ

る
を
得
な
い
こ
と
う
な
る
。

A

註
一
)

し
、
高
に
は
大
規
模
経
替
に
向
ふ
傾
向
は
殆
ん
ど
な
〈
、
ま
七
農
業
生
産
そ
の
も
の
う
集
園
経
管
化
(
全
部
的
実
同
経

管
)
を
促
す
傾
向
も
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
c

き
れ
ば
自
然
に
之
を
放
任
す
る
と
き
、
日
本
の
産
業
を
遁
じ
、
農
業

ほ
ど
統
制
の
と
れ
な
い
産
業
は
な
い
。
尤
も
一
概
に
農
業
と
い
ふ
も
、
ぞ
れ
は
米
作
、
養
輩
、
養
鶏
、
果
樹
及
び

読
菜
栽
培
等
冷
に
分
れ
て
ゐ
る
が
、
本
邦
農
業
に
は
多
角
経
替
が
多
い
闘
係
上
、
夫
ム
干
の
生
産
部
面
に
於
け
る
生

産
者
の
数
は
甚
だ
多
数
に
し
て
、
生
産
及
び
販
責
統
制
は
・
容
易
で
は
な
小
。
加
ふ
る
に
自
然
の
恋
意
に
よ
る
豊
凶

に
よ
り
て
、
農
産
物
の
供
給
調
節
が
一
層
阻
ま
れ
る
。

(
S
-
)
我
が
農
業
界
に
於
て
は
土
地
所
有
の
集
積
は
認
め
ち
れ
る
が
、
材
料
管
白
・
同
胞
が
大
経
替
化
せ

g
a
は
、
ダ
ず
イ
ツ
ド
の
主
張
す
Z
有
機

的
生
産
と
し
て
の
曲
開
業
の
特
殊
性
に
基
〈
外
に
、
我
園
特
有
の
自
然
傑
件
た
る
水
岡
に
於
げ
る
勢
作
の
機
械
化
の
困
難
や
傾
斜
面
利
用
の
著
し
き

こ
と
に
も
依
存
す
る
が
、
夏
に
地
主
ま
七
は
一
農
家
に
屈
す
る
耕
地
が
一
ケ
所
に
集
中
せ
争
、
各
所
に
分
散
す
る
散
聞
紙
態
を
皐
す
る
こ
・
と
に
も

基
い
て
ゐ
る
。
大
地
主
自
ら
大
経
替
を
行
は
な
い
の
は
、
大
経
笹
化
に
よ
り
て
農
業
利
潤
を
獲
得
す
る
よ
り
も
、
之
会
小
作
に
付
す
る
こ
と
に
よ

り
て
小
作
料
金
獲
得
す
る
方
が
、
結
局
よ
h
J
有
利
た
る
か
ら
で
あ

ιぅ。

拙稿，農業生産過程に於げる協同化(経漕論議‘ jij~:39巻，第3披〉参!l司・
木邦農業共周艦笹の概要(農務時報，昭和9年リ)3-i!Jl;)参照
David， Sozialismus uud Landwnt叫 haft，1922， ~. 3S t!. 2) 



近
時
漸
〈
農
産
物
販
責
上
の
統
制
が
と
ら
れ
る
気
運
に
向
ふ
に
至
っ
た
が
、
未
だ
杢
闘
的
に
劃
一
な
る
統
制
が

行
は
れ
る
に
至
ら
示
、
任
遣
の
如
〈
、
産
業
組
合
の
販
質
事
業
、
帝
岡
農
合
同
誌
に
各
府
牒
臨
臓
の
販
買
斡
旋
事
業
の

問
に
、
夫
冷
充
分
な
る
協
調
が
行
は
れ
?
、
た
め
に
従
来
に
於
け
る
多
数
の
個
今
の
農
家
、
ま
た
は
農
家
の
小
出
荷

問
躍
の
販
買
上
の
自
由
競
争
の
代
h
に
、
今
や
多
数
の
農
家
ま
た
は
小
出
荷
同
盟
を
糾
合
す
る
か
い
大
な
る
地
域

(
各
府
脈
)
毎
の
組
織
的
競
争
服
躍
を
現
出
し
て
ゐ
る
有
様
で
あ
る
。

さ
れ
ば
今
や
農
家
の
物
質
的
生
活
内
筏
を
裕
に
す
る
乙
?
と
を
主
眼
ど
す
べ
き
農
業
政
策
が
、
加
川
修
政
策
の
確
立

を
困
る
こ
と
は
、
目
下
の
念
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

人
門
前
や
日
本
農
業
政
策
M
J
必
た
の
崎
産
政
策
か
ら
恨
格
政
策
ド
輔
除
す
る
に
附
し
て
乱
去
の
政
策
の
下
受
開
聞
と

し
て
、
農
産
物
の
販
寅
及
び
農
業
用
品
誌
に
日
用
品
の
購
買
組
織
左
し
て
最
も
趨
営
な
る
産
業
組
A
円
組
織
を
活
用

す
る
こ
と
は
寧
ろ
時
同
然
で
あ
る
。
蓋
し
師
連
の
如
く
、
我
閣
の
却
さ
小
農
闘
に
於
て
は
、
農
業
政
策
は
之
を
個
ム
干
の

農
家
守
劃
象
と
し
て
行
ふ
こ
と
は
、
政
策
の
徹
底
上
到
底
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
農
家
の
集
岡
を
封
象
と
し
て
行

ふ
外
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
従
前
の
増
産
政
策
の
確
立
に
営
り
て
も
政
府
の
p

ど
り
た
る
庭
で
あ
り
、
ま
た
今
回
の

債
格
政
策
の
確
立
に
際
し
で
も
と
る
べ
き
詮
で
あ
っ
た
。
而
し
て
従
来
園
家
の
保
護
指
準
監
督
の
下
に
於
ず
い
逐
年

飛
躍
を
績
け
て
来
た
産
業
組
合
組
織
が
、
農
業
政
策
の
携
営
者
と
し
て
、
債
格
政
策
の
確
立
に
参
興
す
る
の
は
嘗

然
で
あ
る
。

殊
に
農
業
以
外
の
諸
産
業
に
於
て
資
本
統
制
の
強
化
さ
れ
た
る
現
段
階
に
於
て
は
、
農
業
政
策
の
擢
蛍
者
た
る

農
業
政
策
の
槍
常
者
と
し
て
の
産
業
組
合

第
四
十
巻

第

披

七
五

七
五

1) 弱小生産者ーの協同組合たる産業組1:l~ ~:>ITi~む・3 以上，圏家が之 tこ封して一定の
保護指導監督を加ふることは嘗fif41《わる この郡に枕ては筒ほf去に論争る・



政
策
の
農
業
槍
官
者
と
し
て
の
産
業
組
合

第
四
十
巻

七
大

第
一
獄

土
大

産
業
組
合
に
全
農
民
を
糾
合
す
忍
こ
と
に
よ
ち
て
、
一
方
に
於
て
は
農
産
物
販
貰
上
に
於
げ
る
債
格
決
定
の
支
配

棋
を
握
り
、
他
方
に
於
て
は
全
農
民
の
購
買
力
を
統
一
し
、
濁
占
資
本
力
ag
牽
制
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
農
家
の

購
入
す
る
農
業
用
品
及
び
日
用
品
の
公
正
な
る
債
格
の
賀
現
を
悶
り
、
以

τ
「
農
家
に
劃
す
る
均
等
」
を
特
せ
し

む
る
こ
と
は
、
高
度
資
本
主
義
段
階
に
於
け
る
産
業
組
合
の
重
大
使
命
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
下
の
産
業
組

合
の
組
織
及
川
小
現
状
は
、
果
し
て
よ
く
斯
る
重
大
使
命
に
耐
九
得
る
で
あ
ら
う
か
。

一
、
投
法
物
の
侃
格
決
定
上
仁
於
1
文
肌
棋
が
}
恨
る
に
め
い
は
、
会
問
般
公
の
関
却
す
る
出
産
物
の
企
供
給
守

支
配
す
る
こ
と
が
必
要
で
め
旬
、
ま
た
澗
占
資
本
に
劃
立
し
て
、
農
業
用
品
及
び
日
用
品
ぞ
有
利
に
購
買
す
る
仁

め
に
は
、
農
民
の
統
一
さ
れ
た
る
強
大
な
る
購
買
力
を
構
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
一
切
の

農
民
を
産
業
組
合
に
参
加
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
農
村
経
済
夏
生
計
主
に
於
て
も
、
産
業
組
合
の
憐
充

五
ヶ
年
計
茎
に
於
て
も
、
益
農
家
全
産
業
組
合
へ
加
入
せ
し
な
る
こ
と
を
共
の
運
動
の
目
標
と
せ
る
は
之
が
た
め
一

で
あ
る
。
而
し
て
産
業
組
合
が
そ
の
具
髄
的
活
動
を
な
す
に
常
h
ノ
、
一
一
層
農
村
の
真
髄
に
嫡
れ
る
た
め
、
夜
来
の

農
村
の
共
同
的
結
構
活
動
が
部
落
を
単
位
と
す
る
部
落
組
A
円
へ
即
ち
農
家
小
組
令
)
に
よ
ち
て
替
ま
れ
て
ゐ
に
か
ら
、
こ

の
部
落
組
合
を
法
人
化
し
、
農
事
賀
行
組
会
及
び
養
蚕
寅
行
組
合
の
名
稲
を
用
ゐ
て
、
産
業
組
A
円
に
間
開
加
入
せ

し
め
得
る
途
を
聞
い
た
(
昭
和
七
年
)
O

こ
れ
に
よ
り
て
岡
龍
小
分
立
の
倣
丹
念
除
き
、
之
を
産
業
組
令
に
糾
令
す
る
こ

と
に
よ
り
て
、
農
家
の
勢
力
集
中
と
共
の
経
溝
機
構
の
強
化
を
岡
る
に
め
っ
て
、
奈
農
民
を
産
業
組
合
に
閤
結
す

る
一
手
段
で
も
あ
る
。

か
く
の
如
〈
産
業
組
舎
が
全
農
民
を
糾
合
す
る
こ
と
に
よ
ち
て
、
始
め
て
よ
〈
共
の
本
来
の
日
的
に
る
費
本
支



配
に
艶
す
る
協
同
防
衛
を
謹
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
販
責
す
る
農
産
物
の
債
格
の
支
配
樺
を
握
り
、
ぞ
の
購
入

す
る
農
業
用
品
及
び
日
用
品
の
合
理
的
債
格
の
構
成
金
期
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
素
よ
り
今
日
の
産
業
組
合
組
械

が
自
由
組
合
た
る
閥
係
上
、
組
会
へ
の
加
入
脱
退
は
農
民
の
自
由
に
委
す
る
も
の
で
あ
る
か
ム
一
、
組
合
員
全
獲
得

す
る
に
は
産
業
組
合
主
義
の
普
及
と
農
民
の
一
杯
茨
辺
動
と
に
伎
つ
べ
き
も
の
で
み
の
る
が
、
併
し
組
合
組
織
が
任
意

加
入
制
度
で
あ
芯
闘
係
上
.
常
に
ア
ク
ト
サ

f
ダ

l
に
閲
す
る
困
難
雪
作
ふ
。
こ
れ
が
た
め
に
は
組
合
組
織
に
多

少
の
規
制
力
を
典
へ
、
全
農
民
の
加
入
佐
促
す
こ
と
が
必
要
で
め
ら
う
コ
殊
に
経
稗
上
に
於
て
自
律
的
殺
展
性
に

乏
し
き
我
岡
の
小
践
に
謝
し
て
は
、
一
幡
、
彼
等
を
一
定
の
組
合
組
織
に
加
入
せ
し
め
J

、
然
る
後
に
彼
等
に
英
の

組
織
員
た
る
の
訓
練
と
組
合
超
管
に
闘
す
る
自
覚
と
を
促
す
方
が
、
よ
り
殺
果
的
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

一
一
、
か

t
産
業
組
八
け
の
統
制
力
白
川
化
T
3
L
d
k一
口
、
組
九
川
内
'
刊
に
侃
り
で
も
働
組
合
此
は
畑
合
情
動
の
統
制

に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
販
責
組
合
の
組
合
員
は
、
販
責
組
合
を
通
じ
て
の
み
自
己
の
生
産
物
を
販
買

す
る
が
如
き
之
で
あ
る
。
昭
和
七
年
の
産
業
組
合
法
の
改
正
に
よ
ち
て
、
一
産
業
組
合
又
は
産
業
組
合
聯
A
口
舎
は

定
款
の
一
定
め
る
所
に
依
り
、
定
款
の
規
定
に
違
反
し
た
る
組
会
員
に
封
し
、
制
裁
を
魚
し
得
る
」
の
途
が
聞
か
れ

た
石
が
、
こ
の
保
正
俊
文
は
組
合
員
を
し
て
岡
躍
意
思
に
服
従
せ
し
な
る
こ
と
を
認
め
た
る
も
の
で
、
組
会
員
一
統

制
の
重
大
な
る
を
高
唱
し
た
る
色
の
で
あ
る
。

か
く
産
業
組
合
に
於
て
は
組
合
員
に
劃
す
る
統
制
を
重
要
視
す
る
が
、
こ
の
産
業
組
合
の
基
本
草
位
は
一
村
落

乃
至
は
一
部
落
を
単
位
と
す
る
地
域
岡
韓
で
あ
る
か
ら
、
之
に
よ
り
て
組
合
員
相

E
の
親
和
力
を
密
に
す
る

ζ
ど

が
出
来
る
。
而
し
て
斯
か
る
基
本
車
位
の
組
合
を
各
府
職
の
地
方
的
聯
A
目
、
夏
に
之
を
全
間
的
聯
合
に
統
一
し
て
、

農
業
政
策
の
機
常
普
と
し

τの
一
産
業
組
合

第

自Z

第
四
十
巻

七
七

七
七

1) 拙稿，高度資本主義段階lζ於げる産業組合の使命(農業怪溌肝究，第10巻，第
3電電)6，頁参照.
2) 商・工業組舎に於でも任怠加入に件ムアウトサイダーに耳目する困難が事げら

れ，己のアウトサイダーの統制，元世パ~~' 1;主組合員に封する強制加入ヴヲ必要め
ることも諭せ2られでゐる 谷口吉彦jJ~:) 中小商工業の夏生左組合運動(鰹tfff
論叢，第391/是，第5披)参照



農
業
政
策
の
槍
営
者
'
と
し
て
の
産
業
組
合

第
四
十
巻

七
戸、

第
一
致

七
l¥ 

そ
の
組
織
の
規
模
を
大
に
し
、
車
位
組
合
に
よ
り
て
農
民
の
貫
生
活
に
却
し
た
る
報
告
を
地
方
的
聯
合
を
通
じ
て

杢
岡
的
聯
A
墨
田
に
蒐
集
し
、
そ
れ
に
基
い
て
姦
で
日
本
会
慌
の
農
業
を
烏
敵
し
て
、
農
業
生
産
上
の
地
方
的
矛
盾
、

ま
た
は
地
方
聞
の
生
産
及
び
版
買
上
の
競
争
守
避
く
る
や
う
、
統
制
的
指
令
を
地
方
的
聯
合
を
通
じ
て
、
各
単
位
組

原
料
の
購
入
、
資
令
一
融
通
に
就
て
も
妥
営
す

こ
の
事
は
農
産
物
の
販
寅
、

A
H
に
興
へ
る
ζ

と
が
必
要
で
あ
る
。

る
。
ャ
ん
ぞ
耐
阿
佐
物
の
阪
資
に
就
℃
公
ふ
も
‘
各
大
都
市
に
中
央
卸
山
良
市
場
が
開
設
お
れ
た
今
日
に
於
て
は
、
徒
に

従
来
の
如
き
各
府
腕
聞
の
競
宇
を
線
返
す
こ
と
な
く
む
丸
信
闘
的
立
拐
よ
り
、
各
地
方
の
気
候
士
質
を
調
査
し
，
各

販
賀
市
場
の
買
行
版
記
、
暗
日
好
の
襲
蓮
等
の
需
要
闘
係
の
趨
勢
を
吟
味
し
、
各
地
方
に
栽
培
す
べ
き
農
作
物
の
種

類
及
び
品
種
を
趨
嘗
に
謹
挫
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
各
農
作
物
の
越
地
趨
産
化
傾
向
を
促
し
、
こ
れ
に
よ
句
て
各

作
物
の
生
産
費
の
低
下
を
困
る
と
共
に
、
日
本
益
瞳
左
し
て
の
農
業
生
産
力
を
高
め
、
そ
の
市
場
へ
の
出
荷
に
際

し
て
は
、
暖
地
と
冷
地
と
に
よ
り
て
出
荷
の
季
節
上
の
調
節
営
問
り
、
各
市
場
へ
の
出
荷
の
輯
轄
を
避
け
ね
ば
な

ら
ぬ
。
故
に
出
荷
農
産
物
は
組
合
の
系
統
的
組
織
に
よ
り
一
麿
杢
部
中
央
聯
合
舎
に
集
中
し
て
、
之
を
一
史
に
会
闘

に
再
配
給
す
る
の
必
要
は
な
く
、
中
央
聯
A
口
曾
よ
り
、
各
地
方
聯
A
口
又
は
単
位
組
合
に
謝
し
て
、
出
荷
す
べ
き
市

場
、
出
荷
す
べ
き
時
期
に
就
て
趨
世
間
な
る
指
令
を
奥
へ
、
人
主
闘
的
に
見
て
、
各
都
市
市
場
へ
の
配
給
は
地
域
的
に

も
時
間
的
に
も
趨
蛍
に
統
制
し
て
之
を
行
ひ
、
以
て
農
産
物
配
給
の
合
理
化
を
困
る
べ
き
で
め
る
。

一
二
、
か
く
の
如
〈
産
業
組
合
は
今
や
農
業
政
策
の
据
営
者
と
し
て
重
大
使
命
令
}
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
元
来

組
合
員
た
る
小
農
は
資
力
乏
し
き
弱
小
生
産
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
集
問
よ
H
な
る
産
業
組
合
そ
の
も
の
も
、
ぞ

れ
と
相
閥
的
に
微
弱
な
る
組
織
曜
と
な
ら
ゴ
る
を
得
な
い
の
は
常
然
ゼ
あ
る
。
誌
に
於
て
か
岡
家
と
し
て
も
之
に



調
し
趨
官
な
る
財
政
的
援
助
を
典
へ
、
之
が
費
速
を
助
成
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
産
業
組
合
理
論
家
は
往
々

に
し
て
協
同
組
合
の
自
立
性
を
高
唱
す
る
徐
り
、
岡
家
の
援
助
を
担
否
す
る
も
、
我
闘
の
現
般
に
於
て
は
、
岡
家

の
積
極
的
助
成
な
く
し
て
は
、
産
業
組
合
の
発
達
は
充
分
に
期
せ
ら
れ
な
い
。
産
業
組
合
の
稜
達
、
そ
の
と
る
べ

き
方
向
の
如
何
に
就
て
は
園
家
政
策
に
よ
り
て
、

力
の
入
れ
方
如
何
に
よ
り
、
産
業
組
合
の
活
動
力
に
大
い
な
る
差
異
を
生
ぜ
し
な
る
で
め
ら
う
。
殊
に
農
村
窮
乏

の
甚
だ
し
き
今
日
、
産
業
組
合
が
史
生
誕
動
の
携
官
者
と
し
て
乗
り
出
す
以
上
、
産
業
組
合
運
動
と
岡
家
の
農
業

一
定
の
制
限
を
受
け
.
ぎ
る
を
得
な
い
現
般
に
於
て
は
、
岡
家
の

政
策
と
は
揮
品
川
一
融
和
し
た
る
有
機
的
な
る
一
臨
を
成

3
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
、
故
後
に
山
内
装
組
合
の
椛
制
力
宏
明
間
に
す
沿
い
に
め
に
は
、
組
合
民
間
の
利
接
関
係
な
賠
樹
U
4
Q
色
の
と
し
、

組
合
員
相
互
に
於
げ
る
隣
保
相
扶
の
精
神
が
強
力
な
る
色
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
現
買
に
於
て

は
、
こ
の
隣
保
相
扶
の
精
神
の
後
揮
を
妨
ぐ
る
場
合
げ
が
起
る
。
こ
れ
は
産
業
組
合
内
部
に
於
け
る
組
合
員
の
職
業

的
卦
立
と
階
級
的
勢
立
左
よ
り
起
る
も
の
で
あ
る
。

先
づ
第
一
に
今
日
の
産
業
組
合
は
凡
ゆ
る
職
業
者
或
は
無
職
業
者
を
包
括
し
得
る
組
織
で
あ
る
が
、
産
業
組
合

が
信
用
事
業
の
み
に
専
念
す
る
場
合
に
は
、
組
合
内
部
に
於
て
職
業
的
封
立
は
起
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
農
業

者
色
商
工
業
者
も
組
合
員
と
し
て
組
合
の
利
盆
に
出
し
得
る
。
然
る
に
産
業
組
合
が
購
買
、
販
買
事
業
を
行
ふ
場

合
に
於
て
は
、
そ
こ
に
職
業
的
の
利
窓
口
封
立
が
起
る
。
組
合
員
に
米
穀
商
が
あ
れ
ば
、
産
業
組
合
が
米
穀
販
買
事

業
を
矯
す
こ
と
に
は
反
卦
す
る
で
あ
ら
う
。
ま
た
組
合
員
に
肥
料
向
が
め
れ
ば
、
産
業
組
合
が
肥
料
購
買
事
業
を

行
ふ
こ
と
に
反
卦
す
る
で
あ
ら
う
。
従
て
産
業
組
合
が
四
種
事
業
粂
替
に
謹
め
ば
進
む
ほ

E
、
農
業
者
以
外
の
商

農
業
政
策
の
世
間
賞
者
と
し
で
の
産
業
組
合

第
四
十
容

第

披

七

九

七

九



農
業
政
策
山
据
賞
者
と
し
て
の
産
業
組
合

第
間
十
巻

，、
O 

第
一
致

戸k
O 

工
業
者
は
愈
冷
産
業
組
合
を
離
れ
、
別
に
商
・
工
業
組
合
を
組
織
す
る
に
至
石
で
あ
ら
う
。
き
れ
ば
近
き
将
来
に

於
て
は
農
民
の
産
業
組
合
と
商
工
業
者
の
商
・
工
業
組
合
と
の
利
害
関
係
の
針
立
を
如
何
に
調
和
せ
し
な
る
か
Y
、

岡
家
極
構
政
策
の
重
要
な
る
掛
象
と
な
る
で
あ
ら
う
。

第
二
に
今
日
の
産
業
組
合
組
織
内
に
は
、
地
主
、
自
作
、
小
作
の
全
階
級
を
包
含
し
て
ゐ
る
か
ら
、
組
合
内
部

に
在
ち
で
は
、
往
々
に
し
て
土
地
所
有
の
利
益
L
L
掛
働
の
利
益
と
が
完
全
に
調
和
せ
ゴ
る
場
合
が
起
る
。
例
〈
ば

農
村
の
版
貰
組
合
に
於
て
、
そ
の
組
A
N
U
H
た
る
地
主
の
利
品
1
」
小
作
人
の
制
措
L
仁
川
μ

充
分
に
制
和
せ
十
、
阪
貿
米

を
多
〈
所
有
す
る
地
主
の
利
盆
が
よ
り
多
〈
擁
護
さ
れ
る
こ
と
』
な
る
が
如
き
之
で
あ
る
。
我
岡
に
於
て
は
回
の

小
作
料
は
物
納
、
し
か
も
米
納
が
主
で
、
畑
作
物
仁
就
て
は
物
納
制
が
少
な
〈
余
納
叉
は
代
金
納
が
支
配
的
で
あ

る
。
ま
に
畑
作
に
就
て
は
、
暇
令
物
納
が
行
は
れ
る
に
し
て
も
、
そ
の
畑
で
栽
培
し
た
作
物
を
以
て
す
る
こ
と
な

t
.
や
は
り
国
に
於
て
作
つ
に
米
を
以
て
納
め
る
場
舎
が
多
い
。
従
て
畑
作
に
在
り
で
は
、
そ
れ
が
桑
闘
で
あ
れ
、

果
樹
叉
は
議
菜
園
で
あ
れ
、
小
作
農
民
自
躍
が
販
責
者
た
る
資
格
含
有
つ
こ
と
う
な
る
。
近
来
の
畑
作
農
産
物
の

商
品
化
傾
向
の
増
大
に
件
ひ
、
自
作
農
や
小
作
農
が
.
販
買
の
新
機
能
を
侍
る
こ
と
〉
な
り
、
従
て
畑
作
物
た
る
果

賞
、
読
菜
吊
繭
、
委
等

ee取
扱
ふ
版
責
組
合
内
部
で
は
、
組
合
員
は
何
れ
も
直
接
の
生
産
者
で
あ
る
か
ち
、
組
合

内
部
に
於
て
所
有
の
利
盆
と
勢
働
の
利
益
と
が
直
接
劃
立
す
る
倶
が
な
い
。
其
の
他
の
利
用
組
会
に
於
て
も
、
ま

に
購
買
組
合
に
於

τも
、
農
業
生
産
用
具
、
加
工
及
び
調
製
用
具
の
利
用
)
農
業
用
品
(
主
と
し
て
肥
料
)
誼
に
日
用

品
の
配
拾
を
主
な
る
任
務
と
す
る
限
り
、
土
地
所
有
の
利
益
と
勢
働
の
利
益
と
の
針
立
が
殆
ん

Z
起
ら
な
い
。
ま

た
信
用
組
合
に
於
て
も
、
農
業
用
資
金
の
融
通
を
主
と
す
る
限
り
、
右
の
針
立
は
少
な
い
。
た
い
〉
今
日
に
於
て
は



一
般
に
貧
農
た
る
小
作
農
階
紐
の
産
業
組
合
へ
の
加
λ
率
色
利
用
率
色
共
に
劣
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
今
後
の
産
業
組

会
運
動
に
は
此
等
の
貧
農
層
を
も
参
加
せ

L
め
、
一
真
に
弱
小
生
産
者
た
る
彼
等
の
利
盆
を
擁
護
す
べ
き
で
あ
る
。

米
穀
販
貰
組
合
の
内
部
に
於
け
る
土
地
所
有
の
利
盆
左
労
働
の
利
盆
と
の
利
害
卦
立
を
な
く
す
る
た
め
に
は
、
，
先

づ
以
て
米
納
小
作
料
を
金
納
小
作
料
に
改
め
一
、
米
穀
版
貰
組
合
の
組
合
討
は
之
会
直
接
米
の
栽
培
者
た
る
自
・
小

作
農
に
限
る
こ
と
〉
な
す
こ
と
も
、
そ
の
一
方
法
で
あ
る
。
今
や
小
作
料
を
物
納
か
ら
金
納
へ
改
定
を
な
し
得
る

前
提
僚
件
が
整
っ
て
ゐ
る
。，D， 

以
上
論
じ
に
る
と
こ
ろ
ド
よ
h
'
f
附
な
る
一
か
如

r¥
今
や
日
本
山
政
業
政
策
は
杭
来
の
附
京
本
併
の
政
策
か
ら
倒

裕
本
位
の
政
策
へ
と
轄
挽
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
名
。
首
日
て
増
産
政
策
の
確
立
賞
施
に
際
し
て
、
極
め
て
準
歩
的
な

る
企
業
的
役
割
を
演
じ
た
る
農
林
省
は
、

A
s
や
米
穀
封
策
、
輩
綜
謝
策
、
肥
料
針
策
等
L
f

の
債
格
政
策
の
確
立
、

寅
施
に
営
り
て
も
、
同
様
な
る
進
歩
的
指
導
役
割
を
演
守
ベ
主
運
命
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
の
債
格
政
策

の
下
受
圃
躍
と
し
て
最
も
適
営
な
る
組
繊
を
有
つ
産
業
組
合
は
、
こ
の
政
策
の
途
行
上
、
岡
山
水
政
策
・
と
怖
然
融
和

し
、
弱
小
農
業
生
産
者
の
味
方
と
し
て
、
彼
等
の
物
質
的
生
活
内
容
を
県
立
な
ら
し
む
る
や
う
努
力
す
べ
き
重
大

使
命
を
携
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
際
、
こ
の
偵
格
政
策
の
確
立
に
際
し
、
政
府
は
宜
し
く
農
業
諸
闇
盟
指
導
の
根
本
方

針
を
確
立
し
、
農
業
諸
岡
悼
の
協
調
を
促
し
、
協
力
一
致
し
て
窮
乙
良
村
の
更
生
運
動
に
勇
往
遁
進
せ
し
h
U
べ
き

で
み
ら
う
。農

業
政
策
の
櫓
営
者
正
し
て
の
産
業
組
A
V

第
内
十
品
官

第

披

八.

八
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